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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年12月17日(2009.12.17)

【公開番号】特開2009-61246(P2009-61246A)
【公開日】平成21年3月26日(2009.3.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-012
【出願番号】特願2007-308573(P2007-308573)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/0245   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/22    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｂ   5/02    ３２０Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月30日(2009.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の脈拍数を検出する脈拍数検出部と、
　前記脈拍数に基づいて、前記生体に対応する安静時脈拍数に対する相対値である相対脈
拍数を算出する相対脈拍数算出部と、
　前記相対脈拍数に基づいて相対酸素摂取量を算出する相対酸素摂取量算出部と、
　前記相対酸素摂取量から酸素摂取量を推定する酸素摂取量推定部と、
　前記酸素摂取量に基づいて消費カロリー量を算出する消費カロリー算出部と、
　を備えたことを特徴とする生体情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１記載の生体情報処理装置において、
　前記安静時脈拍数は、安静状態で測定した安静時脈拍数の値、入力された値、あるいは
、年齢と安静時脈拍数との対応関係を示す予め記憶したテーブルを参照して得られる値の
うち少なくともいずれか一つが設定されることを特徴とする生体情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載の生体情報処理装置において、
　前記相対酸素摂取量算出部は、前記相対脈拍数をＲＨＲｍａｘとし、相対酸素摂取量を
ＲＶＯ2ｍａｘとし、
　予め実験により求めた前記相対脈拍数ＲＨＲｍａｘおよび前記相対酸素摂取量ＲＶＯ2

ｍａｘの関係を表す近似直線の傾きをａとし、前記近似直線の前記相対脈拍数ＲＨＲｍａ
ｘに対応する軸の切片をｂとした場合に、相対酸素摂取量ＲＶＯ2ｍａｘを（１）式ある
いは（２）式により算出することを特徴とする生体情報処理装置。
　　（Ａ）相対脈拍数ＲＨＲｍａｘ≧２０％の場合
　　　　　　　ＲＶＯ2ｍａｘ＝（ＲＨＲｍａｘ－ｂ）／ａ　　　…（１）
　　（Ｂ）相対脈拍数ＲＨＲ＜２０％の場合
　　　　　　　ＲＶＯ2ｍａｘ＝０　　　　　　　　　　　　　　…（２）
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の生体情報処理装置において、
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　前記相対酸素摂取量推定部は、最大酸素摂取量をＶＯ2ｍａｘとし、基礎代謝量として
の安静時酸素摂取量をＶＯ2ｒｅｓｔとした場合に、次式により前記酸素摂取量ＶＯ2を算
出することを特徴とする生体情報処理装置。
　　　　ＶＯ2＝ＲＶＯ2ｍａｘ×（ＶＯ2ｍａｘ－ＶＯ2ｒｅｓｔ）＋ＶＯ2ｒｅｓｔ
【請求項５】
　請求項４記載の生体情報処理装置において、
　当該装置に入力された値、若しくは、年齢、性別あるいは運動能力のうち少なくとも年
齢と前記最大酸素摂取量ＶＯ2ｍａｘとの対応関係を示す予め記憶したテーブルを参照し
て前記最大酸素摂取量ＶＯ2ｍａｘが設定されることを特徴とする生体情報処理装置。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の生体情報処理装置において、
　前記消費カロリー量算出部が算出した消費カロリーを消費カロリーデータとして記憶す
る消費カロリーデータ記憶部を備えたことを特徴とする生体情報処理装置。
【請求項７】
　請求項６記載の生体情報処理装置において、
　外部機器と通信ネットワークを介して接続され、前記カロリーデータを前記外部機器に
対して送信する通信部を備えたことを特徴とする生体情報処理装置。
【請求項８】
　請求項１ないし請求項７のいずれかに記載の生体情報処理装置において、
　前記相対脈拍数が所定の基準相対脈拍数以上である場合に運動状態であると判別する運
動状態判別部を備え、
　前記消費カロリー算出部は、運動時と安静時とで前記消費カロリー量を算出するための
演算式を異ならせていることを特徴とする生体情報処理装置。
【請求項９】
　請求項２記載の生体情報処理装置において、
　前記消費カロリー算出部は、所定の脈拍領域において得られる前記酸素摂取量のデータ
を前記カロリー計算から除外することを特徴とする生体情報処理装置。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９記載の生体情報処理装置において、
　前記消費カロリー算出部は、前記生体が所定の状態にある時は消費カロリー量をゼロと
することを特徴とする生体情報処理装置。
【請求項１１】
　請求項１ないし請求項１０のいずれかに記載の生体情報処理装置において、
　前記相対脈拍数算出部は、前記脈拍数をＨＲとし、前記安静時脈拍数をＨＲｒｅｓｔと
し、前記被験者の年齢の関数として定義した最大脈拍数をＨＲｍａｘとした場合に、次式
により前記相対脈拍数ＲＨＲを算出することを特徴とする生体情報処理装置。
　　ＲＨＲ＝（ＨＲ－ＨＲｒｅｓｔ）／（ＨＲｍａｘ－ＨＲｒｅｓｔ）×１００［％］
【請求項１２】
　請求項１１記載の生体情報処理装置において、
　前記最大脈拍数ＨＲｍａｘは、前記生体の年齢をＡＧＥとした場合に、次式により算出
することを特徴とする生体情報処理装置。
　　　　ＨＲｍａｘ＝２２０－ＡＧＥ
【請求項１３】
　生体の脈拍数を検出する脈拍数検出過程と、
　前記脈拍数に基づいて前記生体に対応する安静時脈拍数に対する相対値である相対脈拍
数を算出する相対脈拍数算出過程と、
　前記相対脈拍数に基づいて相対酸素摂取量を算出する相対酸素摂取量算出過程と、
　前記相対酸素摂取量から酸素摂取量を推定する酸素摂取量推定過程と、
　前記酸素摂取量に基づいて消費カロリー量を算出する消費カロリー算出過程と、
　前記算出した消費カロリーを表示する表示過程と、
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　を備えたことを特徴とする生体情報処理方法。
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